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小島嬰禮編著
　『人・他界・馬
　　　一馬をめぐる民俗自然誌一』
　『蛇の宇宙誌
　　　一蛇をめぐる民俗自然誌一』．
宮内貴久※
を基盤にして生まれた「文化としての馬」」とい
うものを想定し，この「文化としての馬」という
部分を『民俗自然誌』と定義している。そして，
『人・他界・馬一馬をめぐる民俗自然誌一』と
題された本書の目的を，「馬を鏡にして，映し出
した，人間の精神文化の記録」であるとしている。
　『人・他界・馬』には，小島氏の他，西脇隆夫氏，
大林太良氏，飯豊道男氏の論稿が収められており，
内容は，以下の通りである。
　この二つの書は，『民俗自然誌』シリーズと題
され，東京美術から出版されたものである。『人・
他界・馬一馬をめぐる民俗自然誌一』は1991年
1月10日に，『蛇の宇宙誌一蛇をめぐる民俗自然
誌一』は1991年ユ1月15日に出版されている。まず，
このシリーズ名となっている『民俗自然誌』とは
何か？という点から始めていきたい。
　このシリーズの第一作にあたる『人・他界・馬
一馬をめぐる民俗自然誌一』の冒頭部分には，
編著者である小島瑛禮氏によって，このシリーズ
の意図と目的が書かれている。
　『人・他界・馬』では，主に馬がテーマとして
取り上げられている。小島氏は，冒頭で馬と人間
の交渉史を旧石器時代のアルタミーラやラスコー
の壁画の話から始める。そこには，旧石器時代の
人々が馬をはじめとする野獣を追って野山を駆け
めぐる姿を見ることができる。氏は，更にその背
後にあるものまでも見ようとする。その背後には，
狩猟の豊かな恵みを願う宗教的な意図があるので
は，といくぶん控えめながらも考察し，ラスコー
南部にあるペシュ＝メルル洞窟にある壁画から，
狩猟にまつわる呪術の存在を考え，人類が，非常
に古くから，食料を獲得する物質文化を通して，
具体的な精神文化を築きあげてきたとする。氏は，
更にユーラシア内陸部アジアの事例を紹介し，「人
類は旧石器時代から続く馬とのかかわりあいのな
かで，生物としての馬にさまざまな価値を発見す
るとともに，馬そのものにはない意味を，人間の
立場から付け加えてきた。」と述べ，「「自然の馬」
　※筑波大学大学院歴史・人類学研究科
第1章　「馬と人生一日本人のみた馬一」
第2章　「馬頭観音以前のこと一生死観からみ
　た馬の供養一」
第3章　「天から小馬で来る女一日本の妖怪信
　仰からの展望一」
第4章　「大王の世紀と馬飼部一古代史の馬を
　飼う部民一」
第5章　「神々の馬一日本の神信仰とヨーロッ
　パの魔の狩人一」
第6章　「春を舞う馬一日本の春駒とヨーロッ
　パのひょこすか馬一」
第7章　「馬と豊饒の女神一日本の大嘗祭とヨー
　ロッパの穀物信仰一」
第8章　「魔の馬の足跡一中央アジアの宗教表
　象からユーラシアヘー」
第9章　「天馬の歌一中国大陸の民俗からの展
　望一」
第10章　r馬の起源と太陽の馬一ユーラシアの
　神話からの展望一」
第1！章　「雷の馬・王殺しの馬一西アジアの神
　話からユーラシアヘー■
第ユ2章　「生と死の馬一ヨーロッパ民俗からの
犀望一」
参考文献の案内
（第9章は西脇氏，第10章，第11章は大林氏，第
ユ2章は飯豊氏の論稿である。）
各章のタイトルからも明らかなように，本書に
は，世界のあらゆる地域の事例が集められている。
こうした世界の諸地域の事例を扱っている本書に
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は，『馬をめぐる民俗自然誌』というサブタイト
ルが付いているわけであるが，それでは，本書で
は「民俗」という言葉をどのように定義し，そし
て世界諸地域にまたがる事例をどのように組み立
てていこうとしているのかという点について触れ
たい。
　編著者である小島氏は，本書の冒頭で，以下の
ように『民俗自然誌』そして民俗学を定義してい
る。
「文化は複雑な歴史の所産である。と同時に，構
造的な認識の論理の上に成り立っている。人類の
自然観照も，案外，整然とした自然との対応の論
理によって織りなされているようにみえる。やは
り一種の白然科学なのであろう。それが歴史とど
うかかわっているかで，文化の色合いが異なって
みえるらしい。この動物の民俗自然誌は，そうし
た人類文化の歴史と源泉の綾を，動物を通して解
きほぐしてみようとする試みである。民俗学とは，
人間の知性の源になっている泉を探り求める科学
である。」（下線：評者）
　つまり，ある意味で普遍性を抽出することを目
標としていると言えるであろう。それでは，どの
ような方法論によって，その目標に近付こうとし
ているのであろうか。残念ながら，本書には，具
体的な方法論のようなものについては論じられそ
いない。本書が専門書という性格よりも，むしろ
一般向けであるという性格が強いためなのかもし
れないが，こうした点についても触れてほしかっ
たと思う。
　それでは次に，本シリーズの第二作目にあたる
『蛇の宇宙誌一蛇をめぐる民俗自然誌一』の紹
介に入りたい。
　『蛇の宇宙誌』は，世界各地の蛇をめぐる様々
な民俗，信仰，伝説を集めたものであり，世界各
地に生息している蛇を，様々な民俗を通して「文
化としての蛇」として捉えることを目的としてい
る。登場してくる話は地理的にはアジアからヨー
ロッパまで。ぞして，歴史的にはいわゆる古代四
大文明から現在に至るまでという，実に広大な地
域と気の遠くなる程長い歴史を扱っている。
　ともすれば，こうした広範囲の地域と歴史を扱
う場合，各章の話の内容と全体の構成が危うくな
り，非常にまとまりのないものになりがちである。
まして，複数の著者によるものではなおさらであ
ろう。しかし，本書に限って言えば，そうした心
配は杷憂である。冒頭の小島襲禮氏の一文が，本
書全体の基盤となっていて，蛇に対する人間の心
性を明らかにしており，全体の構成をしっかりし
たものにしている。
　氏は幼年時代の鬼ごっこの思い出から始める。
鬼になった子と他の子供のやりとりの中に，蛇が
登場してくる。「誰かさんの後に，蛇の姿」とい
うやりとりがあり，最後に鬼になった子は蛇であ
ることを肯定し追っかけっこが始まる。氏は，鬼
になった子に本当に蛇がついたような不気味な気
分になったと語っている。本書の中には，こうし
た氏の体験談がふしぶしにあり，氏はこうした自
分の体験談を踏まえて，より一般的な，蛇に対す
る人間の「恐怖感」「嫌悪感」そして「宗教性」
という問題への発展の糸口を導きだし，人間と蛇
の交渉史の豊かさを探る道へと読者を誘ってくれ
る。
　本書の内容は，以下の12章から成り立っている。
第ユ章　「日常生活のなかの蛇一日本人のみた
　蛇一」
第2章　「大王と大地の主の蛇一古代日本の蛇
　信仰からの流れ一」
第3章　「天の蛇の虹の橋一日本の「虹の蛇」
　から世界諾民族へ一」
第4章　「栗花落左左衛門の蛇性一日本の水神
　としての蛇神仰一」
第5章　「蛇をたたえる人々一日本の蛇飼育習
　俗からの展望一」
第6章　「三枚の蛇の葉一日本の落語から古代
　ギリシァまで一」
第7章　「蛇をつかう法術一日本の神判の伝統
一」
第8章　「蛇除け節句一日本の歳時習俗の形成
一」
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